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1．　グローバル化

　本論は、グローバル化するアジアにおいて道徳教育に何ができるのか、授業実

践を目指した論考である。

　長崎大学教育学部附属小学校の平成23年度初等教育研究発表会は「文化の創

造者としての子供」を掲げて2012年2月3日におこなわれた。その際の「研究

紀要第56集・学習案集」に、一瀬利朗が、グローバル化する社会における道徳

教育のあり方について「視野を広げ、豊かな関係を作ろうとする子供」をタイト

ルに、同校道徳部としての論を展開している。一瀬利朗は次のように言う。

　　　　グローバル化によって人の交流が進むと、文化の違い、価値観の違いも

　　より明らかになってくる。そして、「分かり合い、理解し合う」ことの難しい

　　人同士が共に生活する社会に直面する。その中で、違いを踏まえた上で、互い

　　の利益を考えながら共生できる状態を目指す合意形成を図り、平和な国際社

　　会をっくる必要が生じる。日本人も、多様な価値観を尊重し、自らの価値観を

　　見詰めながら、道徳性をつくることが求められよう1｝。（一瀬利朗、長田誠、

　　2012、　p．110）

　一瀬利朗は、グローバル化する社会への視野をもち、人と人との道徳上の関係

をつくっていく子どもについての論を展開している。この論で一瀬利朗が想定し

ているのは、学びの場にいる子どもである。

　グローバル化は一一般に、Malcolm　Watersが『Globalization，　second　edition』

で言うように「地理的な制約が縮小し世界は単一の場（single　place）になりつっ

ある」（Waters，2001，序文）との認識であろう。Malcolm　Watersが編集したこの

本は8つの節で構成されており、2っを経済に、2っを政治に、2つを文化に割り

当てている。経済におけるグローバル化が政治を揺るがし文化を揺さぶっている
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とっなげられる認識は、合意の得られるところであろうcこの本の文化に関する

2っの節は、しかし、clashing　civilizationsならびにnew　world　chaosのタイト

ルがつけられている。グローバル化によって世界は1つの場としてみられる
（seeing　the　world　as　Lone　p］ace’，　Waters，2001，p．184）としても、グローバル化が

もたらす社会は決して平穏ではないようだu

　そうであればこそ、一瀬利朗が言うように、平和な国際社会のために、文化と

価値観の多様性を認め、自らの価値観を見つめて合意形成を目指す構えが、未来

に向かう道徳教育に求められる。子どもの30年後にまで役に立っのは、グロー

バル化のなかでの道徳性を創造する子どもを目指した授業であろう．道徳授業が、

1っの文化圏に根ざせばいい時代は過ぎている。

　Nel　Noddingsは、ケアリングを人と人との直接の関わりにおいて説くと思われ

そうだが、グローバル化を視野に収めた道徳教育への問いを提出している。

　　　道徳教育は伝統的に地域または宗教共同体の規範を参照しておこなわれて

　　きた。，．．多様な集団との交流が比較的まれであった過去には、両親は彼らの

　　共同体に支持される価値の教え込み（inculcation）に、また集団内のよくない

　　影響から子どもを守ることに集中できた。

　　今日われわれは自分の価値と異なるかもしれない人々と日頃から生活し働

　　き、世界中の人々と時を同じくして交流するかもしれない。その上、世界の

　　人口の増加と資源の消費の同様の拡大が新しいそして差し迫った道徳問題を

　　引き起こしている。道徳教育はいかにこれらの新しい状況に応答すべきだろ
　　うか2）。　（Noddings．2elO，p．390）

　グローバル化について整理しておきたい。Nel　Noddingsは、共同体における

道徳教育ならびに異なる価値観を抱く人と接するグローバル化した世界とを対比

して描いている。Malcolm　WatersはR．Robertsonを引きながらグローバル化を、

1，個人の自我、2．国民社会、3．社会の国際的な制度、4．人間性一般の4
つの要素に分けている　（Waters，2001，p．183）。しかし、個人と人類、国家と世界

とを組み合わせた4項目は、アイデンティティと文化圏のまとまりならびに教育

の過程を考えると、西欧流の形式理念に止まる。個人から人間性に飛ぶ思考は、

人がまとまりとして根ざす生活基盤、ならびに文化と価値観のアイデンティティ

形成過程を欠いて、形式的である。皮膚によって分離された個人から出発する西

欧個人主義が抽象化された個人をそのまま人間性一般に結びつける発想は、身体

をもって人と人の関わる地域、文化や価値観の特質によって形成される圏を消し

ている。グローバル化は人々と圏の具体性において進行する。同様に、国家と国

際制度の組み合わせでは、アジアや文化圏のまとまり3〕は消える。

　すると、個人のアイデンティティの根づく地域（長崎など、生活の場、行動の

場）を1と2の間に、ならびに国民と国際の間に歴史と文化の根として圏（アジ

アやEUなど、文化圏、経済圏、あるいは生物圏）を3と4の間に挿入しておく
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ことが、人間形成における視野の拡大過程をすくい取るために、ならびにアジア

やアフリカK）EUそれぞれの特質をもったグローバル化を考えに入れて現実的で

ある、すなわち、1．個々人、2．地域、3．国家、4．圏、5．国際社会、6．人類

という程度の具体性の入る分節化をしておく必要があろう。そして1と6はつな

がり、全体は円環をなす。個々人は汰類なのだから。

　Nel　Noddingsは、グローバル化において人間がよって立つ場の重要性を認識

している、「わたしはすでに、個人とグループの生活する場が重要であると示唆以

上に語った。グローバルなシティズンシソプにおいては、人々の場（place）への

愛着を理解し共感する必要がある．」（Noddings，2005．p．65）

　Nel　NoddingsとMalcolm　Watersは、グローバル化について、．瀬利朗が指摘

するように、世界の交流の拡大ならびに文化や価値観の違いが明らかになる事態

を見ているが、場（place）に関して異なる方向で論を展開している。　Malcolm

Watersのいう場が、世界を1つの共通な場と認識する方向であるのに対して、

Nel　Noddingsは、生活する場と心情のよりどころの重要性を語っている。　ここ

で提起されているのは、グローバルとローカルを巡る問いである。Placeの違いは、

どの方向を見るかによって、グローバル化の異なる様相を浮き彫りにする。

　対立するように見えるNel　NoddingsとMalcolm　Watersのグローバル化論は、

認識の場ならびに行為や心情の場の違いとして整理できるように思う。アスファ

ルト道路を歩くとき中東を思わざるを得ないし、衣料品を手に入れるとき中国を

目にせざるを得ず、日常、グローバル化した世界を意識せざるを得ない。情報と

モノは人の認識範囲を拡大しても、しかし生身の身体は制約のもとにある。見聞

がグローバル化しても、身体と心情の範囲は認識ほどに拡大するわけではない。

情報は一度に多くの国際社会へと認識を拡大しても、身体は一度に1っの地域に

あるほかなく、〈いま、ここ〉の制約のもとにある。その制約はしかし、アイデン

ティティを保つ基盤となり、心情が身体の場と乖離しないことによってグローバ

ル化をアイデンティティをもって認識する基盤となる。グローバル化は、ローカ

ルな自己の喪失ではない。この点は、子どもの育成において特に留意すべきであ
る、

　子どもの場合、グローバルとローカルの関係は、成長過程として結びあわされ

る。学びの場にいて生活する子どもは、〈いま、ここ〉に制約されると同時に、学

ぶ場において認識の拡大をこととしている。子どもにおいて生活することは認識

の拡大によってローカルな場で成長することである。認識による視野の拡大はグ

ローバル化に即応していい．子どもは、身体の場と心情を基盤とするアイデンテ

ィティを保ちながら、視野の拡大とともに多様性を糧として自分の豊かさを拡大

する成長過程にある。

　Nel　NoddingsとMalcolm　Watersのいう場が異なるように見えても、学びの場

にある者には、認識の拡大は、行為と心情の成長に結びつくべきである。また成

長に結びつかなければ、学びの場にいる意味がない。
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　fどもの未来を視野に収めた道徳教育の実践を志向するとき、グローバルなっ

ながりに耐える道徳授業が求められる。視野を広げ、豊かな関係を志向する子ど

ものためには、道徳教育の視野を広げて異質な他者との出会いと関わりを、一瀬

利朗の論の表現では豊かな関係を目指す関わりを取り込む必要がある。

　すると、以下の点を確認できるのではないか。

　第1に、グローバル化によって世界が単一の場になりつつあるとしても、経済

上の一体化また政治上の連合が、単一の文化を結果するわけではない。文化と価

値観の多様性は尊重されるべきである。グローバル化によって、むしろローカル

の意味が照射され、グローバル化はローカルの独自性によって豊かでありうる、

言い換えれば、グローバル化は、多様性を認め合う道徳一ヒの姿勢を要請する。

　第2に、道徳は人と人との関わりにおいて成立し、関わりが多様性を包んでグ

ローバル化しているのだから、道徳教育もグローバルな関わりを視野におこなわ

れるべきである。グローバル化は認識の拡大だけではなく、ローカルの豊かな認

識を要請し、豊かな行為と心情につながる学びを要請する。この学びは、自らの

所属するローカルだけでなく、他者のローカルからの学びを含む。

　「自分の価値と異なるかもしれない人々とB頃から生活し働き、世界中の人々

と時を同じくして交流する」時代の道徳教育は、異なる価値との関わりへと視野

を拡大していい。グローバル化に沿うとき、必ずしも国家の法の範囲に、人の関

わりと教育が限定されるわけではない。日本について焦点をあてるとそこには、

3っほどの理由が挙げられる。1つは日本は、海洋の広がりとつながりの中にあ

り、明治以降に限っても、日清、日露戦争以来、15年戦争に至る期間アジア太平

洋地域に惨禍や支援を残してきた、すると日本がどのように関わったかによって、

その目でアジアの他者に意識される以上、今日の国境線を認識、行為、心情の区

切りにする必然性はない。2つには、経済やグローバル企業がそして宗教が国を

超えて活動しているとき、道徳意識も国境線の枠を超えて互いを結んでしかるべ

きであり、人と人を結ぶ道徳教育が国家を超えたつながりを視野にすることが要

請される。3つには、地域や国家や文化圏を成立させているモノの動きはすでに

グローバルであり、意識の視野をモノの動きよりも狭く限定するのは、意識の自

由を妨げて不合理である。道徳上の対話と合意形成、ひいては道徳文化の創造は、

現在の立ち位置を超えた思考の飛翔を必要とする。それはまた学びである限り、

成長に資する必要がある。国際共同道徳学習を支えた考えは、ここにあった。

2．いのちの支え合い

　国際共同道徳学習案において日本と台湾の関係は、アジアにおけるグローバル

でローカルなっながりとして位置づけられた。研究プロジェクト全体のタイトル

を「グローバル化するアジア社会における道徳教育」（Moral　Education　in　Asia’s

Globalizing　Societies）にすることは合意済みであり、授業のねらいは「いのち

の支え合い」（mutual　help　for　life）におかれた。この方向にかなう資料を探し、
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授業を構想して、台湾とともに検討し、合意した案をここに掲げる。この学習案

は、3、4年生を対象に構想されたが、5，6年生にも面白い。実際に台湾は阿里

山の香林国民小学の5，6年生でもおこなったが、深まりがあり有意義であった。

　2012年1月早々の時期、グローバル化する関係を語るとき、東日本大震災が引

き起こしたいのちの支え合いの意味は大きかった。東日本大震災以降の日本を見

るとき、日本人の道徳性が優れていると評価されただけでなく、グローバルない

のちの支え合いがおこなわれた点を忘れるべきではない。

　しかし、日本人の道徳性をグローバルな視点から見たときに起こった自己犠牲

と生命尊重の関係のずれは検討しておく必要がある．．

　東日本大震災での日本人の道徳性に関して、海外のメディアが自己犠牲に言及

している。2つの例を挙げる4｝。ニューヨークタイムスが2011年3月15日の記

事Ketth　BradsherとHiroko　TabuchiによるLast　Defense　at　Troubled

Reactors：50　Japanese　Workersとタイトルをつけた記事で福島第一原子力発電

所に残った50人を「顔のない50人」と表現しながら「暗黙に自分を犠牲にする

ことを求められた人々だ1と語っている。また3月25日にMiehael　Winesが

Rikuzentakataからの記事Newly　Homeless　in　Japan　Re・Establish　OrderAmid

Chaosにおいて、日本人の態度を「禁欲と自己犠牲」と書き、「悲劇に直面して

の静かな勇気、それはほとんど国民の性格に織り込まれているように見える」と

発信している。

　こうした日本人の道徳性に自己犠牲を見る受け取り方には、違和感を覚えた。

自己犠牲の強調は、第二次世界大戦末期のいわゆる特攻隊を思い起こさせる。我

が身を犠牲にしてH本共同体のために働くイメージを彷彿させかねない。他者の

いのちを支えることは、自己犠牲によるとの美化は危うい。今日の道徳授業で語

ることができるのは、我が身を最大限安全に保ったうえで他者を支える態度であ

ろう。自らの安全性を確認したうえで必要な危険に望む態度でなければ、公教育

に授業として持ち込むべきではない。この点は戦後の日本の出発点として、また

命を大切にする日本の道徳性のあり方として確認されると思った。

　日本と台湾のつながりにおいて命の支え合いを具体的に語るために、東日本大

震災を契機にした台湾から日本への支援を、本授業の終末に挿入した。台湾から、

多額の物資や義援金が送られたからである。この背景に1999年9月の台湾中部

大地震などで日本が台湾を支援した経緯があることを含めて、グローバルな支え

合いの例としてグローバルな共同学習案の最後にふさわしいと考えた。

　東日本大震災に対する台湾の支援額にっいて、台湾で授業をおこなった際には

具体的な支援品目とともに、義援金で190億円以上、2011年4月15日時点で世

界最高額であったとの話を終末に語った。2月3日の長崎大学附属小学校の公開

道徳授業においては、義援金が200億円に達して世界で最高額であるとの話を使

った51。

　学習の資料は、最終的に台湾の林為凱（りんうえいかい）氏の話を用いること
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に決めた。彼は、SARSの際に、ボランティアとしてバスの運転手に名乗り出た、

SARSに対する十分な防御、対策をした上で、医療関係者の送迎をおこなった、

これを、いのちを支え合うテーマにかなう物語として用いた。その背景には、1．

バスの運転手という存在が3年生になじみがあること、2、直接にいのちを助け

るのではなくても支える努力があること、3．いのちを守る必要のある場合の対

応として台湾であれ日本であれ物語の構造は共通であること、4，グローバルな

いのちの支え合いはローカルないのちの支え合いの延長上にあることから、林さ

んの話を資料化した。

　日本と台湾は、資本主義経済圏、民主主義の政治体制、アジアとしての共通性

において、またいのちの教育の重要性を認識する点において、国際共同道徳学習

案を共につくり、授業をおこなう協同への基盤を共有していた。また2011年の1

月に日本から日本道徳教育方法学会国際委員会の一行が道徳授業交流のために訪

れており、同年7月初旬には台湾からおいでになり長崎大学教育学部附属小学校

で道徳授業をおこない、また国際シンポジウムを「グローバル化するアジア社会

における道徳教育：理念と実践」のタイトルでおこなった経験から、国際共同道

徳学習案に踏み出すことが可能なパートナーであった。

　2012年1月に台湾でおこなった道徳授業は6つ、嘉義（Chiayi）の興中国小で

4っ、すなわち3年生と5年生の授業2っずっ、阿里山は香林国小で3－4年生、

5－6年生合同で1つずつであった。そのうち、興中国小の3年生の2つの授業、

ならびに香林国小の3－4年生、5－6年生の2っの授業が、掲載した学習案によ

っておこなわれた。授業者は、それぞれの学校で台湾の教員がおこない、また日

本から赴いた長田誠がそれぞれの学校で通訳を交えて計2回授業をおこなった。

3．ふり返り、個人そして協同

　本道徳授業の道具立てとして、心のメモリと手づくり連想マップを挙げておく。

心のメモリは、10段階の座標軸を黒板に貼り、自分の考えがどのあたりに位置つ

くかネームブレートを貼って自己表現する技法である。本学習においては、自分

の考えの表現として、また自分のふり返りとして用いた。

　授業の価値の追求・把握の段階冒頭「あなたは命を大切にしていますか」の発問

は、あえて対象を限定せずに問うたc．自分の位置を10段階尺度で黒板にネーム

プレートで張り出した後、子どもは林さんの話を聞き、他者の命を支えた林さん

をユ0とした場合と比較して、自分の位置を動かすように授業を組んだ。異なる

価値あるいは高い価値からの自分のふり返りとして、ネームプレートの位置を再

度考えてもらった。これらの過程は、個人の価値表出ならびにふり返りになる。

　手づくり連想マソプは、評価としての連想法を授業内に取り込みながら、子ど

もが協同で対話し、合意形成過程を含んで進める作業として位置づけられた。グ

ループ内の対話によってっくられた手づくり連想マップは、グループ間で見せ合

ったe．その後の教室全体での、教員が介在しての意見交換は、個人のふり返りゃ
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友人間の対話に対比すると公共性の高い段階として位置づけられた。

　すなわち本授業構想に、1，個人の意見表出とふり返り、2．友人間の対話に

よる合意形成、3，教室全体の公共的な水準への3つのステップを組み込んだtt

　台湾の物語を導入するについて、長田誠は注意深く子どもたちを異なる世界に

導入した。1つは、教室に台湾コーナーを設けて異なる世界への導入を図った。2

っには、公開授業の始まりを待つ時間帯に、なぜ担任が台湾に行ったかを物語り、

担任が向こう（台湾）でもやった授業の世界へと子どもを引き込んだ。小学校3

年生は、担任の経験した世界へと自分を運んでいった。それは、物語を読んで異

質な世界に人ると同様、担任を介して異なる世界へと分け入ることになった。

　使ったのは台湾の主人公の物語で、国境線を境にすると異質性を含むことにな

ろうが、物語の構造は、バスの運転手が自主的にいのちを支える行動をとった話

であり、違和感はなかった。子どもにとっては、いのちのための冒険と成功の物

語として普遍性をもっていたのであろう。

　子どもは、容易に異質な世界に入ると思う、物語によって異なる世界へと入っ

ていく楽しみを日常に体験しているのだから。また、さまざまな教科を1日にい

くっも学び、よく混乱しないものだと思う。物語が子どもの理解できる構造であ

り、子どもの必要と重なっていれば、グローバルで異質な世界はむしろ望むとこ

ろであろう。広い世界を見て成長したいとの欲求は、子どもに強い。その意味で

子どもは、日常である教室から身体を動かさないとしても、容易に世界を渡り歩

く人になる。ローカルな場への愛着を持ったまま異質な世界に入り込んで行う冒

険と成長の物語は、子どもの興味にとってまた成長にとって、歓迎するところで

ある。グローバルとローカルの結びつきは、学びの場において成長物語として編

まれるたと言えよう。

4．国際共同道徳学習案（日本語、中国語、展開細案）

　以下に、学習案の日本で2012年2月3日に用いたもの、同年1月5日ならび

に6日に台湾で用いたもの、双方を含んだ展開細案の3っを掲げて、本授業の構

想を示す。日本用と台湾用に内容の異なりはなく、日本と台湾の教員ならびに日

本と中国の通訳スタッフによって検討された学習案である。すなわち、授業素材

の選択から、作成、翻訳過程、そして実施に至る各段階において国際共同で進め

られた道徳授業であった。
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道倦「視野を広げ．豊かな悶Mを作ろうとする〆供」

第：学年1組

　　　　　　　　　　　　　　　　　道　徳　学　習　案

［　主題名　　「いのちの支え合い1（牛命尊重3－（1））
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n　資料名　　「あるパス運転手のたたかい」（自作〕

皿　自己表現をステッブアップさせ，道徳的価値を追求†る道徳学習の組織

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題の目漂
○　生命は多くの人〃の支え合いで成F）立oているということを知り，その：とから自他の生命を尊

　重Lようとする意欲を育む二とができる、

．：）　生命のかけがえのなさを知り．三のことから生命を尊重Lようとすろ心惰を育む二とができる、、

⊂）　．人の暮らしは．自他h；S．．庄いの命を支えSいながら成り立っていろ二とを知り、支えられている

　自分の命や周りの人々を大切にしながら生きてい二うとする態度を育む二とができる、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子供の実態

○　本学級の子供たちに，「命1という言語で連思蘭査を行ってみたところ，記述Lた言葉の中で1大

　切」と記述した子が最も多かった．．このように，命が大切という意識は．ほとんどの子供がもって

　おn，普段の暮らしや学習を通Lて，その命を大切にLていこうとすろ意藻や自覚は少Lずつ身に

　付いてきている。しかし．自分の命が多くの人川二支えられてし・るということを考えながら生活す

　6経験は少ない．、

⊃　子供は，様々な場面において．家悟や友達とのかかわりを通して，自分や固りの人を大切にしな

　がら生法していこうとしていろ、違臆の時間の学習では．他の人とのかかわりを通Lて，自分自身

　の在り方を見詰め直し，自己を大切にしながら，よりよく生きようとする心をはぐくんできている「

O　本主題においては，人の命を救うために行動Lた人物の行いに目を向けることで，生命の尊さに

　気付くとともに，自分や周りの人の生命を尊重Lながら生きていこうと†る意欲を高めていくこと

　ができると考える．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　教師のかかわり

　本主題では，子供が自己i現をステップアップさせ．道徳的価値を追求†る学習を展開する．その

中で，子供が「論理的な表現」をぞきるように、Vl下のかかわりを行う。

・⊃　本時で「命の支え合い」にっいての話合いを深めるために，事前に、「命」について衷庭で話題

　にしたり考えたりするように促す．そのことで、十供が二れまでもスていた道徳的価値に対する見

　方や考え方の視野を広げておくようにS－6．

．⊃　多様な価値観を出し合い．より深く直徳的価値を追求†る二とができるように，「心のめもり」

　を生かした対話の場を設定する、そこで，「あなたは命を大切にしていますか」という課題を提不

　したり，自分と主人公とを比較L考えるようにLたり†る二とで「子供が自分を見詰めたり合意形

　成を図ったりtる二とができるようにする．

O　生命についてOt価値の広がりや深まVlを自覚することができるように，子供が「“T乍り逮想マッ

　プ」を作成し．表出する言菜について確かめ合う場を設定する。その二とによって．自他の生命を

　大切にLながら生活Lたいという思いをもつことができるように寸・る，

W　本時の学習

　1　ねr、い

　　ft’なたは命を大切にLてい主すか」に対＋ろ考えを．　P分の終験や暮らしとつなげながら開き合

　　うとともに，困難な状況にめげずに多くのノ＼ぐの命を救．った主人公との出会いを通Lて、生命臼尊

　　さを感じながら．命が多くの人eの支えで成り立．寸ていることに気付くことができる．．

2　展開

麸

意
識
化

／

価

の

追

求

把

握

十供の取組 教　師　の　か　か　わ　り

1　木時のテーマに対す

る関心をもつ、

2「あなたは命を×切に

　してい圭すか1につい
　て考え．る．

．・一 @学習材1　…，
：・日本と台湾の適：

：　想調査「命」の：

：tift　　　　：

．． @学習材2
・心のめも‘ぴ

，・． @学習材3　』』．
’・ 送ｿ「あるパス　：

1運転手のたたか：
iい」　　　　…

○　連想調査）命」の結果にっいて，次の

　2点を紹介†ろ．①本学級の子供たちへ

　の調査②台湾の．7年生・、の鯛査．いずれ

　の調査結黒でも，「大切」とい合言葉が

　あることに目を向けるように’“’　「Oeあわ

　せて，これまでに調査を行ったいずれの

　学校でも同じような傾向であるというこ

　とを知らせる．

O　連想調査の結果からも伺えるように、

　子供たちは命が×切ということを頭では

　分かっている．でも，そのことを普段の

　暮らしの中で意筒する機会は．＄くはな

　い．そ二で，命を大切にするとはどうい

　う二となのかについて投げ掛ける二とで

　自分なtlの考えをも．’）：とができるよ1

　1：一・t・6。

3　資料を読むことによ

　り．主人公の行いにつ

　いて考える．

O　‘“’ttたは命を大切にしていますか」

　♪いう問いについて．「心のめもFj」の10

　段階にネームブレートを置き．考える場

　を設定．㌃Z、、その際．：大切にじている」

　を10，「大切にLていない▲をUとする．

　そして，ネームプレートをそこに置いた

　理由を考えるようにdi一る。

O　資料を聞いた後．感想を述べ合いなが

　ら，主人公の行いに目を向けていくよ．）

　にする。主人公が，嚴しい状況の中で．

　どんな気特ちでこの圧務を行ったのかを

　問うことで，主人公の意志や不安などに

　ついて考えるようにti’る、

丁⊃　　「主人公は命を大切にLたことになる

　のだろiか」について考えるよ・、にする。

　主人公は，自分の命を感染の危権にさら

　Lながら隔離専用亘の運転をLたことで

　多くの人々の命を守ったことを確認する．

甜
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／
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○　話．自・いの後半に，路線パス運転の業務

　に戻ったときの卓客の様子を紹∫「する、

　その際、乗客が林さんに気付いたときの

　反応が子想できろように，間を取る、．そ

　の後．「票客は，なぜありがとうと言っ

　たのだろう」と問う　そうする二とで、

　人々の命や暮らしは．様々な人leの支え

　合いによって成り立．）ているということ

　↓こ気けくよう　こ†る，

O　学習材21心のめもり」に立ち戻り，

　自分と主人公を比較L，主人公のめもり

　をleにしたときに．自分がどこにオCる

　かを考える場を設定する。その際、根拠

　をもって理由を述べることで　学級集団

として　命の支え合いについての合．形

を図るようにする

4　手作り連想マ・ソプ、・・　学習材4　．tt，

　「命」を，グループでi・手作り連想マソi

　作成する．　　 iブ　　　i

○　「命上に対する自分の考えを基に”ルー

　プで話し合い．「手作り遵想マソプ」を

　作成†る．その際、①テーマ「命」に対

　するキーワート．②これから命を大切に

　するために行いたい二と．の2点を中心

　に記述していく，そ二では．本時の学習

を　して深まったi命　に対する見方や

　　　　ろう　　の際
一葉が表出されるであ

なぜその言葉をマンプ上

に記すのかについて　互いに根拠をもつ

　　【視軒を広げ，豊かな関係を作ろうとする干供】

　生命は，多くの人々の支え合いで成り立っているという　とを意識し．

自他の生命を尊重しようとtる言葉を裏出し，話し合う：とができる。

5　教師の話を聞き，実

　践への意欲を高める．

○　次のような内容で説話を構成すること

　で，命の支え合いについて確認し、本時

　の学習の琶義を実感でき6ようにする。

　　東日本大震災で，多くの人々の命が亡

　　くなった．大変な状虎の中，多くの国

　　から支援があったo

　・台湾の具体的支援を紹介する．

　・国が達f／ても，人のために動いてくれ

　　る，まさに，世界が「命の支え合い」

　　でつながっ．ζいることを実感した一場

　　面であった

／

10

／

5

「あるバス運転手のたたかい」 〔自作）

　皆さんは．命を守る人というと，yんな人を曽、い浮か”ま．ポか　警室官や消防士．．払るい［／．お医者

さkや看護師さんなどを思い浮かべる人も多いでLよう．でも．そういう仕皐についている人だUでは

ありません．，二れからすIJお話は，あるバス運転手のお詰です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　Jんi1ドトい
　台鷹で路線パスの運転手をLていろ林為凱さん．今から10軍ほ．v前に．台湾で有名になったkです

林さんは．当時，ベスの運転手に「s　’ってまだ2年ほどの若手で，二れからが期待されてい6人でしL

　そのとき、台湾でSARSという恐ろしい桟気が広ま．⊃たのです．それは．呼吸をすろのが苦Lく菖熟

が続く症状で，薬がまったく効かず，人か1』、人へと柊之｝ていくウィルスの病気です。世界で8千人を超

える人々が感塾し．H百へあまりが亡くなりました、台湾では．感染者が増え，それらの．Keを隔離ぽ

ちから離れた病院に集めて治療を行うということ）す4：とになL）ました．イ．：で．大きな問題が起こ

りまLた、．それは．だれが，医療関係者を松山病院までパスで運ぶかという二とです

「いくら防御をLても．ウィルスに感染するかヌ．しれない，死ぬかもしれないという不安をもっのは当

たり前．そんな危ない思いを・Lてまで．運転をしてくれる人などいるだろうか．‘

　そのとき．名乗り出たのが抹さんだったのでt．日ごろからボランティアの活動を行・っていた林さん

は、SARSのことが〒Lヒで報道されると，二の問題は匡療にあたるKだけではき〔と人が足りない．

国が大変なときに．自分に何かできることはないだろうか．と考えていまLた「．：’すから，萱転手の畢

集があっ戸ときに．自分から名乗り出たのです、それからというもの，村さんは日ごろ使っている自分

の会社のハスを随わせてもらい，多くの医療閏係者を病院へと送り届けたので．t　そのときに見ρ病院

の状況は，想像以上に大変かものでLた．「二この医者や看護師たちは，みんな死にそうに疲れている」

そう感じたそうです、林さんも同じで，仕事が終わるのは毎日．夜中の1時，2時だt’　t［　｛．うでt．そ

んな林さんの勇気ある行動は，新聞やttt’レビ．でも報道されました．

　匡療関係者，そして，林さんのように周Oかし支える多くo．）？Ltrの努力のおかげで．　SARSは，　Hか

月ほどでようやく収まる二とにな，ました．

★（以降は，展開後段の敦師の話の中で紹介する内容｝★

　仕事に戻る前，林さんは1U日間，隔離観察され，健晴に問題たい：とが明らかにな・1て．初ルてlt

事に復帰しまLた．ぞのとき使っていたパスも、3日間の大消毒を行ったそうです「二れは，人々が「SARS

にかかわっτ．いた人から病気を移されはLないか」という不安を取り除くためのものでLた、

　普段o：「tスLt転手としての仕事に戻った林さん。林さんは．自分がS八RSの仕事をLていたとtn・tた

ら．乗客が不安に思わないだろうか・．．そんな心配をLながら運転を始ぬましt．そんな中，ある女性

のお客さんが，SARSσtときの運転をしk林さんだと気付いたのです・…　　㌧．

　するとどうでLiう．その女性ばかりでなく．他の薬客まで主が皆，次cに彼のもとへ近1寸いてきま
した。そLて．このように言t）たく／・です、．

　「ありがとう」「お疲れ様「．．．．多くの言葉と握手に包ttLご．ぴさ／．は温かい気持ちになト）主Lた、

★展開後殴「教師の説話」のための資料★

O菓日本大震災の際の，台湾から日本への支援

　　発電機688台、毛布1599箱、寝袋2587箱，スリーピングマット236箱、
　　衣苗44H8箱，食品16、5トン及び9444箱、ス】・一フ…｝OO台．7スク4［）4箱．

　　カイrコ150箱．欧料870箱．手袋42箱，暖房器具53台．粉ミルク895箱．
　　マフラー21箱，枕16箱、ティ．vシュ2e箱，トイレ／トへ一パ．－30箱，

　　懐中電灯3箱、タt．・V48箱、他　　義提金19U億円以上〔4月15日時点で世界最多額）
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O　在討論接近尾皇時・介鰯主人公回到普噛

塊舩車嵩位時的情況’留出時間F　．

m能鉤殼想乗客村當時的反隠。提出「乗客

為ftiffSt王人公説謝謝」的問題・引

注：正是因為大家的相互支持・生命和生活

得以撒憤・

O回到教材2「心的計量器」・把自己和．

　人公作比較・將主．人公的指撤設定為1

　　0・然後鯨生反思自己的位量在計量

　上編・　－　　　　　　b
か 一　郎 書

　　　　　　　　　　　　　教材44　分姐製作「生命」聯

想田・
・製作「生命」

聯想間

同意識二

○　分組討論各自到於f生命」A！eglpvaLve．考・

完成「生命」聯想田・i一要聖焦在①閲於「

命」的關党詞・②今後珍惜生命的具暇行動・

的爾鮎上・th｝ezwtop習泉sis－1，k｛opL

夢生在組内敢論姦比蘭豊≡在騒獺上使用．

．幽亘古　．m自璽虫二

【司斗τJS／．埠野

5　傾聴教師的煙結・提

高實践意欲・

／

10

O　用一下内容檎成結語・確言馴十慶是生命

互助・戚受本節學習的意義・

・東日本大地震奪去了許許多多的生命・在円　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
本陪人困境時’開箏庁來自各倒國家的援助・

・介紹來臼台漕的具髄支援・

・人輿人的相互支持是不分國界的・睡受

生命的亙助把世界連接在一起之主題’

「一ﾊ公共汽車駕駿員的挑載」 〔自煽）

　　説起救助生命・大家會想到講鴫？可能大家首先想到的是從事－＃・消防員・或者是幣生・護士等斑業

的人椚咀・不遁可不箪是這些從事特殊職業的人杵オ能救助生命・今天給×家講一個關於一位公共；糠．駕駿

員的故事・

　　他就是台湾的公共汽車駕触員林為凱先生・大約十年前他・．一下成7台湾的名人e當時林先生従事公車

駕触オ剛剛爾年・是禰受期侍的新人’那時・有一種叫倣S願S的偉染病在台濁大範闇流行・這是一種持績鞍

熱違呼吸都me覧ff苦的病症・漫有任何特敷薬・而且偉染性f購・橡統計全球藍染者超過八千人以上・導致

八百多人不治死〔・在台鴻随著疫情的加劇・採取了將患者集中到郊囁病院進行隔離的措施・這棲就出現」’

一個新難題・誰來掩任瞥護人員往返松山眉院的駕Stff務？

　　「防護工作倣得再徹底・被病南傳染的可能性都不可能為写・誰倉不顧生命危筒駕製搭載SARS眉護人員

的専用車㎎？」

　　就在措時・林先生自願報名駕駿暫護人員的専用車・平時就従事志工活動的林先生看到電穐里S姐S的報

疽後・一．．直在思考追次的疫情如此嚴重・瞥護人員肯定人手不足・在這種困境讐中・自己能鈎倣些什慶？得

知募集駕融員的消息時・就馬上報名了・此筏林先生駕鞭著自己所在客連公司的巴士・接送了蛾多的露護人

員・書院毎天都像是職場・f瞥M員毎天都累的死去活來］・林先生也不輕髭・毎天都忙到夜裡一・二稟

鏡オ結束T作・重於輿SぷS疫情英勇門争的防疫駕駐林為凱先生的事蹟也被多家報紙和電視台採訪報涜・

　　在腎療機關的努力和象林先生遁棲的志願者的大力配合之下・鯉渦八個E的努力・SARS疫情終於得到

控制・

★似下為在展開活動之中教師介昭的内容）★

　在恢復臼常上作之前・林先生趣遁爲期十天的隔離霞察・健康献況得到確認・SARS期間所使用的車柄也

違行了三天的大消毒・這一切都是鳥了涜除人情封「輿S服S防疫丁作人員有遇接触的人會不會摘幣病菌］的

不安t．

　之後林先牛回到了晋通線路公車的罵駁髭位・如果乗客個知道我曽鯉竃触SARS隅離車的話・會不會但得

恐慌咤・．・・慎著不安的心情林先生開始了線路公車的罵触・恰好一位女乗客認出林先生戟是曽纒的SARS隔

離車鞠駁員・此時不只是遣位女乗客・其他的乗客也都挨個走到他銀前・説遭：

　　「太戚謝了」　「辛苦了」・．・E在罧人凪謝的話語和熱情的握手的包劃中・林先牛戚到無限的温暖・

★農開活動中教師所介紹内容的背景黄料★

O　東日本大霞災後・台閣9旧本的支援

　・鈴電機688●・毛毯1599箱・睡袋2587箱・禰子236箱・
　　湿4488箱・食品ユ6・5噸又9444箱・暖煉900台・ロ軍404箱・
　　慨旭150箱・飲料870箱・手套42箱・取暖器具53台・妨粉895箱’
　　闇巾21箱・枕頭16箱・紙巾20箱・衛生紙30箱・電筒3箱・毛巾48衛・
　　又　　義援金190億円以上（到4月15H戴止為世界最多）
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道徳学習案　「いのちの支え合い」　展開案

蜘誠　台≡　馴案　（12月as日繊轍、卿
f『試．置s画壱．㌣s．｝；Fl」［1：□1tiH、　軸．｝日　P

1　本埼のテWに対する関心をも

T：「姿勢を正しくしてください。」

　　請ノ、巡了

　1では、始めます。」

　　境時憾
T：陣想調醗を見ぱながら〕

　「12月にこの連想頗査をやりましたね。覚えていますか？」

　　ノこ入電：二号我『「121．］1厨縮1！捲㍗

　　P：∫はい、覚えています）

　　　w’．

T：］翼中rlw煙m．XR査の詰果を見せながら1

　「これは、みなさんの報の「いのち」iこ対する連想調査で、たくさ人の人が書いてくれた盲業で

すL」

　　這量在　郭：1．冶麟保購1’1．・ゴ．1．ゾー．刮」・｝戸17呈所蔦ド良．硲案

T；て目李砺連想調査び瀦果を見はながら1

　「日本の3年生eU級でも同じように違想訓匝をLました。そ9結果がこれです、」

　抜「2［Ld軸．望二十二tL固二‘：i噺斑臣纈畜・迦郁St，・

T：f一番たくさんの子供たちが書いてくれた言葉が「大切」です」l

　　EIW司呈1．’b’．：，il」ご・・‘出1覗ジ］・虎1．演☆．．這1吐J

T：「日本の子供たちに聞くと、多くの子供たちが「いのち」という言葉に対して、　「大切」って答

えますL“捉惇R，．1．痔ヒltft子撒．」．上雨日褥．桧・人箔Ψ担邊咳青≡IW［IIS‘夜蜘

T：「あなたは．命は大切だと思いますか？」

　　．i遠「：‘］．　13tC、ひt　＿恐鳴．．｝

　　「あなたは、命を×切にしてい圭すか？」

　　　或．首．1’2・i3珍悟生己一．）

　　P：うん．うん（うなずき）　∫大切だと思います。」

　　　　止：cl．二t頑i‘ピ臼了日貰貴．

　　P：「大切にしていまt。」

　　　　tU　iデ±汗　Uu〃「占〒．）

2「あなたは命を大則こしていまth；1について考え

T：　で1：今から「あなたは命を×切にLていますか？」について．この「・tψ）めもり」にネーム

プレートを泌・てください。この「心のめもり」には〔0から10までの数字があります。

　．ト面良1門就斥酋蕎Ir有室珍恒†e　＿珪‘．L：砲…1冠苔」・月0膓‖］Ol厄膿一。酷厚∩〔W時n己珍

　倍ヨW的簡田勘迂Ih遠．IVjmp

　あなたが命をとても大切にしていると思うならば10に．まあまあthV：と思ったら5ぐら　いに．

全然大切にしていないよと思うならばOに置いてくださし㌔

　！U己兜・妬果1羽卜常珍惜生ri前’蔦蹴πIO這古・LUノ珍1撤二臨斑「51一対．1、〈L下％†ulfi．；可

以放在o迫浬一

　P　〔それぞれに，ネームプレートを「心のめもり」に置く。）

　　　　｛撃†問仕「．L甘亮1逼器」卜各「1融ぞ碑．）

Tl「OO君はどうしてここにネームブレートを置きましたか？」

　　「）o｜司望．nt；1，訴故為甚z』撫±櫻？

　Pl「・・…　J
T：「△△さんがここにネームプレートを置いたのは．どうしてかな？」

　　　”「」崖⊂）〔洞學放仕這挫幽1＞ll惨‘ld？

　P；「・・・…　」

Tl「理由はちょっと難しいかな？」

　　墜1」「噸脱．細⑱巴．

　　「でも、たくさんの人が×切だって思っているんだね」

　　　好・．べ鋤司畢掃竃得［L甥昔生i「，砦巴・

3　資料を読むことにより，主人公の行いについて考える。

n　㈱料・虐杉．r▽泊楠・
T：「ではL今からお話をしますので，そのお話をもとに，命を大切にするとはどういうことht：つ

いて一猪に考えていきましょうfiいいですh㌔」

　　卜．耐ξ給k家計固頁．贈㌧陵事・迫’塚和伐．赴世一梱封｝」‘幸ti1／l　KH』寸畜lI喧　：f　e”

　P　はい。好…

T：「このお話の主人公は「林さん」　（※文カード＆顔絵）です．」

　　　峻ハ圭人バ是f院牛一

　　「バスの運転手をしています陳育料．パスの写真）。」

　　　TdLliHrr2・4va．駿員

　　∫題名はrあるパス運転手のたたカルu　《※文カード）です．」

　　　故事的題目是「ポニ共，古轍員的f耀k」

T：「どんなお話なのか1読みますねd」

　　　［．泊圏ψ随一1／・

　　〔※通訳（楠筑αr桟転心｝寅料を読む、）

　　　＊黒板に文カードやバスの写真などを貼っていく、　｛蒲池〕

　　　〔※e脂寅文草　諭憤お恥疫惰終於得痴n三P制．）

　　一一一一rffi半を読み終える，

T：「みなさん、　感想を言ってくださし㌔］

　　下［自‘請逐戯白［拍三」戚．．

　　f今のお話を聞いて、どう思った？」

　　　縛r逼‘｜敬皐抑、．自1憾臨思・

　　P：　憾想を述べる、

　　　。‘砿想．

T：「では、みんなで一「圏こ考えていきましょう。」
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F：二丁［ヨ U；曝
　　「林さんISどんなことを考えながらこの仕事をしたと思いますか？」

　　　先÷．㌔こ」捜1』‘11「．1時，竺燈．E．a「f．’！

　　「この仕事をしている時、どんな気時ちだったでしょう？」

　　　lt二｛1「Lコ「｝」干時．辰舌沈1」い濤仁ど

　　P、「頑張ろう、」

　　　　呈持　古

　P：「自分がSARSに加う・らないか，・L配だな。」

　　　　「廿歪　一、巨巨∪釦 1専　　　　

ト
．
　 酷　上亡　S

T　「Tl：みんなに考えてもらいたいと思います。

　　　林さんは命を大切にしたことになると思いますか？」

　　　　i⊂．F　㌣林忙］「1こ紅下元㌢摺†1fi．，

　　　P　多くの人々の命を守ろうとLたから．命を×切にしたと思いますL
　　　也1　‘、．隻　 」

．i良 多　 tS－　　！「　　　　 「　惜　 〕≠ら寸ht」t　　　tl」／t］〕　
ヒ

　PSARSの人たちの命を助けようとしたんだと思います、

　　担L亀封邑著叔山頴RS世首的↓．／市▲

T　「そうだ払林さM主危険な思いをしながらも．多くの人の命を守ったんだt4」

　　』t’V朴守ご．．冒苛置巨‘ltトttn　iび人1臼芝命

T　「実は、林さんはこの仕事をしている悶．酬こSARSにかからないように、万全の防御をして

仕潮こ取り組んでいました。」

　キ實上・f・rt’“，’［igs．tVN．5－・．A　1’t．弓巾こ付侮．「ミ．｛纈．］仁萬市ぴ糟着弛

T　　「自分の命のことだけでなく，人の命のことを一生懸命考えて行動したんだね。

　　1、．ll□舗吃白〔芳庄命・彊　　・’）nVjtti，　sal生ir’よ｛取行動

Tl「では二さっきみなさんは「いのちを×切にしていますか？」という聞いに対して、「£ψ）めも

り」にネームプレートを置いてくれました祇

　渥じ　
一1　

iコ1抽r短　　　 LJ寸［　　 量器
‘　　　L　 ol　」．　呂‖糧‘と

では、今度は、自分の命も人の命も大切にした林さんが命を大切にしているのleだとしたら、みん

なはどの辺になりますか？

　Xi雫1ノ巳T　nl．二林；由！「／t，’iL　l　ULI川，1・口麗白鰍．IL’S．」割閑骸バ㎝絃

もう一度よく考えてみてください

　．這重㍍モ虐一1．

変えたい人はネームブレートを置き換えていいですよ□

　慧逆新腱放｝硝J．」同享己仕コ」↓メ再∫復　卜．

P　私は抹さんのように、人の命のことまで考えてなかったので，yから4に下げました八下

　斥．．膏生悩嘉ミ寿淘壱至1他ノ、的生命・↑．行以従況やu！「

P　私も，人のことまで考えていなhV」たので下げました。

　ポ也ミ自．雪慮到兵阻メ、・ト・Jrl2rl下”tU　．’駆・

T；「8か月して無事SARSがおさまった後，林さんは普段のパス運転手の仕事に戻りますn　その

ときのことについて，お話を読むので聞いてくださし㌔l

　S白：E一後．S．隈，・1．『iべ杵」圭山セi汀「些戯1剛f（、「

　」τ二三「ヒ＼ふ．買一刈i↓ン．↓筆ソ判⊃

　　責朴力綻きを読蔵長田が読み始め、2・3F嫡iれて連訳〔林句筑or張haL・）読み始める。

Tl「お客さんは」どうLて「ありがとう」って言ったんだと思いますか？」

　　素吝1「．．1為「1櫻哨1十s．．4．」．≡兄　i誇闘」tt

　P　「みんなのことを思って，バスの運転をしてくれたからです。」

　　唯矛婿卜礫七せ蔦「ナ．x・

　P　fみんなのために働いてくれてありがとうということだと思います、」

　　他：己h了．七家倣直↓｝∫1．！句．1．向以要↑胤ヒA泡廟．

　P　「たくさんの人の命を助けました」

　　「憾≒〕．㌢lti－pt．

T：「そうですね。林さんのiSbafでたくさんの人の命が助かったんですよt4」

　　劉・因島林先・｛－iηt1刀・訓計．．多多的ノ．」与政r

4　手作り連想マンプ「命1を，グループで作成する．

」　稲］操WI「土昂‘】蹴

T．　それでtよ　ここで、林さんの話から離れて，自分たちで犀作り連想マップ」を作っていきま

す1これはグJV一プで自由に作るものです．

　　ド煎椚ん放1佐光†山1（山．開撰「熊．剖島1．掬「’TL・fi‘，k・，．止告曽滝．／；1

　　このマップの真ん中には「命」という言葉を書きます、その外の黄色には」　‘命」につ　いて大

切だなと思う亘葉を書いてくださいc次に．一番外の水色にtt命を大切にするために，自分がこれ

からしたいことにっいて「こういうことをしていきたい」と，短い文で書いてくださL・．」

　　市先在翻’」止・1」史巧⊥‘’1「刷叱国吉．ザ伎在1而黄回㌃距祖］＋．矛Uμぺ上向二t古脚snb／・午

制的壺嬰詞嚥．最1鋲1縮1直1∫tStEflmS　t．用蘭叩コ話拐一T　l．ミ現f弔緒コ「巨：謀シ㌔⊥芦臼［

ぱ・H己想蜘’」宙情．

　※P　手作り連想マノプを作力効．る。

　　ti／・P　製作聯．鯛．

T　※三P作り連想マッ7’i：ついて．貰賛する，

　　　．繊t∩］」「Fl・，、

　例：それぞれのグループが，手作り連想マップを一生懸命作ってうれしく思います、今　　　日の

授束で藍醐になった、周りの人のことにっいても書いてあるグループがありまL　　た。うれしく

思いますL
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聯田剛二11．者帥候端・
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新のもので寸bこれから台湾のみなさんにも授業の中で取り組んでもらえるとうれしいです。」
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5酬『恒為R．，ta’etftLYiLY．

T　：「それではひ最後に私からお話をしまts

　日本ではi去年の3月11日に．大きな地震と津波がきて、多くの人qが亡くなりまL　た知
っている人？
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　本論は道徳分野における長崎大学教育学部と附属小学校の共同研究の一環であ

り、琉球大学教育学部のスタッフならびに沖縄の教員とも協同で進めた［グロー

バル化するアジア社会における道徳教育」プロジェクトの一環としておこなわれ

た。このプロジェクトは、日本道徳教育方法学会国際委員会が主導し、上廣倫理

財団の財政支援を受けたc

註

1）この論に・・．瀬利朗の署名はないが、当該部分は一・瀬が書いている。全体は、

　長田誠の道徳授業を取り込んで共著である。

2）そしてNel　Noddingsは、グローバル化の時代に、ケア倫理学が有効だと主張

　し、この論文で道徳教育の形としてmodeling，　dialogue，　practiceと

　confirmationを提出している、．

3）政治・経済上のアジアのまとまりについては例えば羽場久美子、2012、グロー

　バル時代のアジア地域統合　日米中関係とTPPのゆくえ、岩波ブックレット、

　が書いている。文化嫌悪まとまりは仏教、稲作、漢字圏がある

4）引用した2つの記事は、それぞれインターネソトを通じて読むことができる

　http：〃www．nytimes．com／2011／03／16／world／asia〆16workers．html？＿r＝1＆pag

　ewanted＝1＆hp、2012年1月12日
　httpi〃www．nytimes．com／2011tO3／26／world／asiat26refugees．ht皿1？pagewant

　ed＝all．2012年1月12日
5）http：〃sankei．jp．msn．com／world／news／110712／chnllO71212550000・nl．htm

　など。2012年2月7日
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